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謀られてるかのごとくそこで一高みで。   
水平線の雲の切れ間から朝日が昇る情景である。「オーフスック1865年8月  
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¢．‖．チュッチェフ政治詩試訳（11）（大矢 温）  
ひょっとして彼は気づくかも、  
波によって海底に葬られたのを。   
亡きエレーナ・デニーシエヴァの思い出に捧げて1865年11月に作られたもの  
とされている5。「無題（おお、この南）」6、「無題（受難者のような私の停滞）」7  
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る17。この詩も、グレイクの就任、というよりは、この金融混乱時のグレイク   
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¢．‖．チュッチェフ政治詩試訳（11）（大矢 温）   
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る。ヴヤゼムスキーは1792年生まれなので当時すでに70代半ばの高齢。1817年   
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¢．‖．チエッチェフ政治詩試訳（11）（大矢 温）  
（一説には18年）生まれのカトコフは、当時50歳手前、まだ若い。チュッチェ  
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代々行われ続ける。   
アレクサンドル2世の皇太子アレクサンドルとの結婚のために、デンマーク王  
クリスチャン9世の王女マリー・ソフィー・フレデリケ・ダウマーがペテルブルク  
に到着した日の歓迎の情景を措いたもので、1866年11月17日の作とされている。   
マリー来訪の一週間はど前からペテルプルクには異常な暖気が訪れてい  
た㌔「前代未聞の11月」の好天の中でのデンマーク王女の来訪である。祝祭  
的雰囲気に満ちた詩である。   
皇太子アレクサンドルとデンマーク王女マリーとの愛が自然の秩序をも揺る  
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¢．‖．チュッチェフ政治詩試訳（11）（大矢 温）   
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むすぴ   
今回解読の対象として選んだ詩は、デニーシエヴァの死を乗り越えて帰国し  
た後の1865年からスラヴ会議によってスラヴの民族意識が高揚した1867年にか   
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6拙稿「◎．H．チュッチェフ政治詩試訳（10）」、『文化と言語』第73号、   
2010年11月、32頁参照。  
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26アレクサンドルニ世とエカテリーナ・ドルゴルーカヤの関係については、   
和田春樹『テロルと改革』山川出版社2005年 31頁を参牒  
27く（★★★（He606JIeJPO・rOJIy60e．．．）〉〉／／TtoTtIeB．T．2．C．163－164．  
28この異常な好天について、ニキテンコは日記に「不思議な11月だ。こん   
なものはペテルブルクでは記憶がない」「日陰でも＋19℃だ」（12日）と書   
き残している。マリー来訪当日も好天で「全く夏の日」（17日）だった。  
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（本研究は、科研費（基盤研究（B）21330030）の助成を受けたものである。）   
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